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市
で
は
、
人
権
教
育
お
よ
び

人
権
啓
発
に
係
る
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
た
め

の
基
本
指
針
と
し
て
「
舞
鶴
市

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
」

（
平
成
24
～
33
年
度
）
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
（
市

民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

　

計
画
案
の
概
要
な
ど
は
次
の

と
お
り
。

▪
計
画
案
の
概
要

《
目
標
》
市
民
一
人
ひ
と
り
が

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
地

域
社
会
の
構
築

《
計
画
推
進
の
視
点
》
①
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
人
権
教

育
・
啓
発
②
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
し
た
人
権
教
育
・
啓
発
③

生
涯
学
習
と
し
て
の
人
権
教

育
・
啓
発

《
各
人
権
課
題
に
対
す
る
取
り

組
み
》
❖
同
和
問
題
❖
女
性
❖

子
ど
も
❖
高
齢
者
❖
障
害
者
❖

外
国
人
❖
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
ウ

イ
ル
ス
）
感
染
者
・
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
な
ど
❖
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
人
権
侵
害
❖
個
人
情

報
の
保
護
❖
犯
罪
被
害
者
な
ど

の
人
権
課
題

《
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
》

①
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ
た
人
権

教
育
・
啓
発
の
推
進
②
人
権
に

特
に
関
係
す
る
職
業
従
事
者
に

対
す
る
研
修
な
ど
の
推
進

《
計
画
の
推
進
》
①
指
導
者
の

養
成
②
人
権
教
育
・
啓
発
の
資

料
な
ど
の
整
備
③
効
果
的
な
手

法
に
よ
る
人
権
教
育
・
啓
発
の

推
進
④
国
、
府
、
民
間
な
ど
と

の
連
携

▪
提
出
方
法　

様
式
は
自
由
。

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、「
舞
鶴
市
人
権
教
育
・

啓
発
推
進
計
画
（
案
）
に
対
す

る
意
見
」
と
明
記
し
て
、
郵
送

か
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ

ー
ル
で
人
権
啓
発
推
進
室
へ
。

匿
名
、
電
話
、
口
頭
に
よ
る
意

見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
困
っ

た
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ

る
と
き
は
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
へ
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
や
主
任
児

童
委
員
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
地
域
福

祉
推
進
課
へ
連
絡
を
。

▪
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
役
割　

❖
福

祉
に
関
す
る
相
談
や

情
報
提
供
、
関
係
行

政
機
関
と
の
連
絡
調

整
❖
単
身
高
齢
者
世

帯
へ
の
声
掛
け
や
安

心
の
中
の
竜
を
育
ん
で
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昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
か
ら
間
も
な
く
10
か
月

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
も
な
お
、
多
く
の
人
々

が
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
被
害
を
受
け
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
お
互
い
に
苦
し
み

を
分
か
ち
合
い
助
け
合
う
人

た
ち
、
全
国
そ
し
て
世
界
各

国
か
ら
の
支
援
な
ど
、
そ
う

し
た
多
く
の
「
絆
」
が
震
災

を
乗
り
越
え
よ
う
と
懸
命
に

生
き
る
人
々
の
心
の
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
の
南
側
に
あ
る
国
、

ブ
ー
タ
ン
王
国
の
国
王
夫
妻

が
国
賓
と
し
て
来
日
さ
れ
、
そ

の
様
子
が
連
日
の
よ
う
に
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
福
島
県
相
馬
市
を

訪
れ
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
に
鎮

魂
の
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
た
姿

は
、
と
て
も
印
象
深
い
も
の
で

し
た
。
地
元
の
小
学
校
を
訪
れ

た
国
王
は
子
ど
も
た
ち
に
、
ブ

ー
タ
ン
王
国
の
国
旗
に
も
描
か

れ
、
国
名
の
由
来
に
も
な
っ
て

い
る「
竜
」の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
王
は
、
子
ど
も
た
ち
に
向

か
っ
て
「
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
心
の
中
に
は
人
格
と
い
う
竜

が
い
て
、
そ
の
竜
は
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
食
べ
て
大
き
く
強
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

自
分
の
竜
を
養
い
鍛
錬
し
て
、

【
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談
】

　
毎
週
月
曜
日
（
１
月
２
日
は

休
み
。
９
日
は
そ
の
翌
日
。
第

３
月
曜
日
は
高
齢
者
、
障
害
者

が
対
象
）、
法
務
局
舞
鶴
支
局
。

面
接
（
個
室
）・
電
話
相
談
。

【
特
設
人
権
相
談
所
】

　

第
２
木
曜
日
が
城
南
会
館
、

第
３
木
曜
日
が
南
公
民
館
。
面

接
相
談
（
個
室
）。　

　

い
ず
れ
も
９
時
～
12
時
。
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
る
。
無
料
。

申
し
込
み
不
要
。
問
同
支
局（
☎

76
・
０
８
５
８
）

　

人
権
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
人
権
啓
発
推
進

室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）
か

法
務
局
舞
鶴
支
局(

☎
76
・

０
８
５
８
）
へ
。

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
、
舞
鶴
の
歴
史
と

文
化
を
生
か
し
た
個
性
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

市
外
在
住
の
本
市
出
身
の
人

や
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が

寄
付
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
よ
う
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
同
制
度
は
、
地
方

公
共
団
体
に
対
し
て
、
年
間
２
，

０
０
０
円
を
超
え
る
寄
付
を
し

た
場
合
、
所
得
税
と
個
人
住
民

税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

寄
付
金
は
、
本
市
出
身
の
人

や
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
に

限
ら
ず
、
誰
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
善

意
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

寄
付
金
の
使
途
や
申
し
込
み

方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

▪
寄
付
金
の
使
途　

❖
赤
れ
ん

が
パ
ー
ク
整
備
事
業
❖
城
下
町

の
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

大
切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
」
と

優
し
く
語
り
か
け
、「
つ
ら
く
厳

し
い
体
験
を
糧
に
強
い
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」「
困
難
に
め
げ

な
い
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
」
と

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
王
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
子

ど
も
た
ち
を
励
ま
し
た
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
人
に
「
人
格
」

は
自
ら
の
経
験
や
体
験
を
糧
に

磨
き
上
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る

と
教
え
て
く
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ブ
ー
タ
ン
王
国

は
物
質
的
に
は
豊
か
な
国
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
の
多
く

が
幸
福
と
感
じ
て
お
り
、「
幸
せ

の
国
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
で
は
、
人
々
の
心
に
思

い
や
り
が
あ
ふ
れ
た
「
竜
」
が

育
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

人
は
誰
で
も
幸
せ
に
生
き
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の

人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、
私
た
ち
も
し
っ
か
り
と
思

い
や
り
を
持
っ
た
「
竜
」
を
育

て
た
い
も
の
で
す
。

り
事
業
❖
引
き
揚
げ
の
歴
史
を

語
り
継
ぎ
平
和
の
尊
さ
を
発
信

す
る
事
業

※
こ
の
ほ
か
、
寄
付
者
の
意
向

に
沿
っ
た
事
業
に
活
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

▪
申
し
込
み
方
法　

所
定
の
申

し
込
み
用
紙
（
企
画
政
策
課
に

備
え
付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
か
フ

ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
同
課

へ
。

▪
寄
付
金
の
払
い
込
み
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
。
❖

納
付
書
（
申
込
書
の
受
け
付
け

後
、
同
課
か
ら
市
指
定
の
払
込

取
扱
票
を
送
付
）
❖
口
座
振
込

❖
現
金
書
留
❖
窓
口
へ
の
持
参

　

詳
し
く
は
、
同
課
（
☎
66
・

１
０
４
２
）
へ
。

　

事
業
者
が
取
り
組
む
新
商

品
開
発
や
同
業
種
・
異
業
種

と
の
連
携
に
よ
る
新
事
業
の

展
開
を
支
援
す
る
た
め
、「
新

商
品
開
発
・
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

府
、
舞
鶴
商
工
会
議

所
と
の
共
催
。

　

日
時
な
ど
は
次
の

と
お
り
。

▪
日
時　

２
月
３
日

（
金
）
14
時
30
分
～
18

時
30
分

▪
場
所　

商
工
観
光

セ
ン
タ
ー

▪
内
容　

❖
基
調
講
演
…
久
保

雅
義
・
京
都
工
芸
繊
維
大
大

学
院
教
授
に
よ
る
講
演
「
新

商
品
開
発
や
事
業
連
携
の
ポ

イ
ン
ト
」
と
木
村
美
都
・
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
㈱
常
務
執
行
役
員
に
よ

る
講
演
「
起
業
創
業
へ
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
❖
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…
川
勝
邦
夫
・

舞
鶴
高
専
名
誉
教
授
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の

久
保
教
授
、
木
村
常
務
、
栗
山
武
・

秀
峰
自
動
機
㈱
代
表
取
締
役
社

長
、
大
橋
俊
矢
・
㈱
京
の
く
す
り

屋
代
表
取
締
役
が
討
論
。
企
業
Ｐ

Ｒ
の
展
示
（
13
時
30
分
か
ら
）
や

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
交
流
懇

親
会
（
参
加
費
１
，０
０
０
円
）

も
実
施
。

▪
対
象　

中
丹
地
域
で
活
動

す
る
商
・
工
・
農
林
水
産
な

ど
の
事
業
者
や
創
業
を
考
え

て
い
る
人

▪
定
員　

先

着

１
０
０
人

▪
申
し
込
み
方
法　

１
月
20
日
（
金
）
ま

で
に
所
定
の
用
紙（
産

業
振
興
・
雇
用
対
策

課
に
備
え
付
け
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
フ
ァ
ク
ス
（
62
・

９
８
９
１
）
で
同
課
へ
。

▪
問
い
合
わ
せ
先　

同
課
（
☎

66
・
１
０
２
１
）

▪
募
集
期
間　

１
月
５
日
（
木
）

～
25
日
（
水
）

▪
計
画
案
の
公
表
場
所　

同

室
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
西

支
所
、
加
佐
分
室
、
中
央
・
東
・

西
・
南
公
民
館
、
大
浦
・
城
南

会
館
、
東
・
西
図
書
館
、
フ
レ

ア
ス
舞
鶴
、
北
浜
・
市
場
・
荒

田
・
長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、

福
来
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱

い　

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を

考
慮
し
て
最
終
案
を
作
成
。
ま

た
、
意
見
の
概
要
と
意
見
に
対

す
る
市
の
考
え
方
を
整
理
し
公

表
し
ま
す
（
氏
名
な
ど
は
公
表

し
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
個
々
の

意
見
に
対
し
て
、
個
別
の
回
答

は
行
い
ま
せ
ん
。

否
確
認
な
ど
の
見
守
り
活
動
、

世
帯
状
況
の
把
握
❖
市
社
会

福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
た
地

域
福
祉
活
動
❖
問
題
を
抱
え

る
児
童
や
家
庭
へ
の
相
談
、

妊
産
婦
、
母
子
家
庭

な
ど
へ
の
子
育
て
に

関
わ
る
相
談
な
ど

▪
主
任
児
童
委
員
の

役
割　

❖
い
じ
め
・

不
登
校
に
関
す
る
相

談
や
児
童
虐
待
の
早

期
発
見
・
対
応
に
向

け
た
学
校
や
児
童
相

談
所
な
ど
と
の
連
携

❖
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
の
連
携
に
よ

る
相
談
・
援
助
な
ど

　

詳
し
く
は
、
民
生

児
童
委
員
連
盟
事
務
局
（
地

域
福
祉
推
進
課
内
、
☎
66
・

１
０
１
１
）
へ
。

　

詳
し
く
は
、
同
室
☎

（
66
・
１
０
２
２
、
ＦＡＸ
62
・

９
８
９
１
）
へ
。

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
（
案
）
に
意
見
を

パブリック・
コメント
手続制度

お
互
い
を
尊
重
す
る
地
域
社
会
の
構
築
へ

民生委員・児童委員

気軽にご相談ください

新
商
品
開
発
・
創
業
セ
ミ
ナ
ー

中
丹
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
交
流
会

２
月
３
日
、
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
で

あ
な
た
の
想
い
が
舞
鶴
を
変
え
る

 

ふ
る
さ
と
納
税
に
ご
協
力
を


